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質問者氏名  林 リエ  所属会派名  明日の向日  

表題  質問事項（質問の要旨） 

１．本市の  
財産であ

る 職員
（人  
物）の働き  
方について 

向日市役所職員の令和３年度～７年度の退職者数は８８名おられ、

自己都合退職者は内６５名です。自己都合退職割合は７３％となり ま
す。退職理由は様々ですが、これは向日市の大きな財産（人物）の損

失です。この実態を市長はどの様に考え、対応しているのかを問いま

す。  
①自己都合退職者が７３％は大変高い数値です。退職理由の分析は 
難しいですが、離職の要因を構造的に把握しないまま人事施策を続 
けることは、我がまちで働き、経験や知見を多く持つ貴重な人物  
（職員）を失うという大きな損失です。向日市の未来を創るのは人物

（職員）です。この現状に対し、現在どの様な対策を行ってきた のかお
示しください。  
②人事評価制度について伺います。現在の評価制度は直属の上司

評価と自己評価が中心と伺っています。特にマネジメント能力を適正 
に評価する観点から、同僚・部下からも加点される多面評価導入を 
検討されたことはありますか。  
③地方自治体は市民の最先端で職務を行っており、常に新たな情報 
収集や知見が必須となります。職員に伴走する形で（審議会ではなく）

専門家等に伴走していただく体制はどこまで整っているのかをお 示し
ください。  
④他市町が開庁時間短縮を行い、生まれた時間を職員の政策立案・ 
研修・業務改善・残務処理に充てる動きが相次いでいますが、本市 
はどのようにお考えですか。 



２．向日市  
の農の未来  
について 

向日丘陵は本市の農業、歴史、景観、文化が詰まった貴重な地域 
資源です。安田市長も令和 5 年第 2 回定例会で「全国一のタケノコ 
畑や歴史が詰まった古墳、そして美しい竹の径をしっかり残してい け
るよう、これらを一体的に整備していくことであり、地元農家、文化財

関係者、竹産業に関わる皆様、向日丘陵の関わる方々と連携を深

め、将来に向け、保存活用を進めて参りたい」とおっしゃっています。

一方で、農業従事者の高齢化や後継者不足は深刻になってきてお

り、特にタケノコ栽培をされている農家の方々のご苦労は切実である

とお聞きしております。このままでは長年、地元農家のご努力により守

られてきた、日本一の品質を誇るタケノコの産地である向日市の大切

な資源を守っていくことが困難だと考えます。そこ で下記質問致しま

す。  
①リーダーシップと今後の方向性について。向日市では、農業従事 
者数も農地面積も縮小し続けています。これまで本市としても対策 を
講じてきたとは思いますが、農業関係者の自主性のみに依存して いて
は、この状況を打開することは難しいのではないでしょうか。 

 
 
 

  

 向日市が主体的にリーダーシップをとり、対策を進めていくべきだ と
考えます。市長のお考えと、今後の方向性を伺います。 



３．防災の  
進捗と、公 
式 LINE 
防災 機能
の早急 導
入につい  
て 

市長はこれまでの答弁において、「防災に関する情報発信は複数の手

段を確保することが重要であり、防災に関してはできることはすべてや

る」と繰り返し述べておられます。本市は令和 8 年 4 月から有料版公
式 LINE を導入しており、追加費用がほぼかからずに活用で  
きる機能について、これまで複数回にわたり導入を提案してきた が、
残念ながら現時点で具体的な検討には至っていない。今年度の 主要
事業である「デジタル防災マップ」も大変期待しているが、市 民が慣れ
親しんでいる向日市の公式 LINE 内にも防災機能を持たせて はどう
か。  
防災対策で大切なのは、大規模災害への備えを平時から積み重

ねていくこと。今すぐにでも活用できる防災関連機能だけでも、以下の

とおり多数存在しており、これらを導入しないのは非常にもった いな

い。  
【避難所関連】避難所 QR チェックイン／避難場所検索／避難所開設 
情報のリアルタイム可視化／避難所の混雑状況把握【要配慮者・在 宅
避難者関連】個別避難計画策定支援／在宅避難者との連絡手段と 状
況確認【被災者支援関連】 災害通報／罹災証明の申請【訓練・啓 発関
連】デジタル避難訓練／マイタイムライン作成【情報発信関 連】防災
メールとの連携／防災無線配信／防災無線の放送依頼【消 防・設備
関連】水利位置検索/住宅用火災報知機の設置調査／消防団 加入 な
ど  
１．これだけの機能を追加費用もほとんどかけずに活用でき、またオ

リジナルで内容追加ができるにもかかわらず、導入を検討しない 理由
があればお示しください。  
２．今回の令和 8 年熊本地震でも、避難所外で過ごす市民の把握が
できず、支援が届かないという課題が問題化した。本市では個別避難

計画の策定も進んでおらず、避難所外の市民や、要支援者等とつな

がる方法として、現在どのような対応を検討しているのか。  
３． 以前から準備を進めてきた「避難所開設チェックリスト」に加 え「避
難所運営マニュアル」は整備できたか。来年１月１７日実施予定の向日

市主催の避難訓練で市民に広く周知できるかお示しください。また避難

所と防災倉庫の鍵の分散設置の状況もお聞かせください。  
４． 福祉避難所が全く足りていない本市の現状を踏まえ、あらかじ め
福祉避難所として活用できる公共施設や企業施設をリスト化し、 「母子
に特化した場所」「障がい者に特化した場所」「高齢者に特 化した場
所」などを定めておいてはどうか。また、車中泊場所とし て、学校のグ
ランド大型駐車場が例えばイオン桂川店等と事前に協定を締結してお

いてはどうか。 

 
 


